

















































　温度の測定箇所は全部で 80 カ所に及ぶ。方法は T 型（銅と
コンスタンタン）熱電対を工事の進捗に合わせて各所に設置し、
そこからのデータをロガーに収集する方法で行っており、今回


















18 日の午前 10 時のことであり、地中温度のピークと思われ


























































































はグラフ -9 に示すが、温度の触れ幅は 25°から 35°の触れ
幅である。このことは、杉皮の断熱材が有効に働いているこ
とを示している。
　「山の学校」の２階は 3 間四方の 18 畳間が３室ならぶものの
空間としては大空間をなしている。そのため気積は大きく、外
気温にそれほど影響されないという特長がある。
６．結論
　環境にやさしい建築はこれからはますます注目されなくては
ならないジャンルである。そのためには何をしたらよいのかを
一つ一つ研究する必要がある。本研究により在来工法と土壁の
ようなローテックな技術を基本としながら、そこに断熱性能を
もたせることや、今まで捨てていた雪や杉の皮のようなものを
如何に利用することなどを再度見直して、これから建築機会の
増える中小規模の公共木造建築に役だてる目的に向け一歩踏み
だしたことになる。
７．参考：建設の過程
　長岡造形大学研究紀要第６号 P91 の写真１〜８は鉄筋の組み
立てまでの工程を示したが、以下の写真はそれ以後の完成まで
の工程となる。
150　雪国の木造小学校における室内環境に関する研究
写真４−建て方開始
写真５−2 階の柱、梁の建て方
写真６−棟木の打込み
写真７−熱電対の設置 写真11−屋根ガルバリウム鋼板平葺の下地工事
写真８−屋根の断熱—杉皮の断熱実験
写真 9 −学生に実習をさせる
写真10 −屋根の杉皮断熱材上の通気層
雪国の木造小学校における室内環境に関する研究　151
写真12−荒壁としっくい仕上げ
写真13−荒壁塗り
山古志ロータリーハウス「山の学校」冬から春の季節
写真14−内部空間
写真15−雪室への雪入れ
